
市庁舎の銘板除幕［3月1日、美馬市役所（穴吹庁舎）］
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「美馬市」が誕生 2005（平成17）年
3月1日

同
日
午
前
８
時
１０
分
か
ら
美
馬
市
役
所

（
穴
吹
庁
舎
）
前
で
は
開
庁
式
が
開
か
れ
、

飯
泉
知
事
を
は
じ
め
元
４
町
村
長
や
市
議

会
議
員
な
ど
関
係
者
約
１
６
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
佐
藤
宏
史
・
市
長
職
務
執

行
者
が
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
住
民

福
祉
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
恵
ま

れ
た
自
然
資
源
や
人
材
を
生
か
し
た
県
西

部
の
中
核
都
市
と
し
て
、
充
実
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

こ
の
あ
と
、
太
陽
と
森
・
吉
野

川
・
青
空
を
表
す
市
章
を
飾
っ
た

市
旗
を
掲
揚
。
飯
泉
知
事
や
佐
藤

市
長
職
務
執
行
者
ら
が
市
庁
舎
の

銘
板
を
除
幕
し
ま
し
た
。
出
席
者

か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き
起
こ

り
、
新
自
治
体
の
誕
生
を
祝
い
ま

し
た
。

開
　
　
庁
　
　
式

蜷
式
辞
を
述
べ
る
佐
藤
市
長
職
務
執
行
者

▲市旗掲揚

「美馬市」が誕生

脇町、美馬町、穴吹町、木屋平村の4町村が

合併。－ 私たちの新しいふるさと「美馬市」が

3月1日に発足しました。



脇　町 

美　馬 

穴　吹 

木屋平 

剣　　山 

うだつの町並み 

穴　吹　川 

寺　　町 
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開
庁
式
終
了
後
に
は
辞
令
交
付
式
が
行

わ
れ
、
佐
藤
市
長
職
務
執
行
者
か
ら
市
職

員
５
６
５
人
の
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
全
職
員
の
気
持
ち
も
新
た
に
、
美
馬

市
役
所
と
脇
町
、
美
馬
、
木
屋
平
の
各
庁

舎
が
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

『
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
「
美
馬

市
」
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

い
、
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
「
美
馬
市
」
に

愛
着
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
。
―
そ
ん
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
…
。』

【美馬市は県内6番目の市制施行。人口は約35,300人（県内6番目）、面積は約367裄（県内2番目）。】

辞 令 交 付

心なごむ  やすらぎのまち  美馬市～ 
～人・文化・自然が織りなす 
心なごむ  やすらぎのまち  美馬市～ 

～人・文化・自然が織りなす 
心なごむ  やすらぎのまち  美馬市～ 

～人・文化・自然が織りなす 



広報みま２００５（平成１７）年３月号 4

美馬市長選挙投票日は 
平成17年4月3日豸 
美馬市長選挙投票日は 
平成17年4月3日豸 

美馬市長選挙は、３月２７日豸告示、４月３日豸に市内の５０投票所で投票。同日２１時１５分から脇町多

目的体育館（うだつアリーナ）で開票します。

投票所の設置場所と時間

投　票　区　名 投 票 所 の 設 置 場 所 投　票　時　間 

西 村  

竹 ノ 内  

八 幡  

沼 田  

中野（美馬） 

東 原  

野 田 ノ 井  

喜 来  

中 山 路  

宗 重 西 部  

宗 重 東 部  

芝 坂  

切 久 保  

正 部  

拝 原  

曽 江  

落 合  

清 水  

御 所 野  

金 川  

脇 町  

猪 尻  

北 庄  

岩 倉  

木 ノ 内  

中野（脇町） 

平 帽 子  

芋 穴  

川 原 柴  

大 谷  

美馬教育集会所 

竹ノ内公会堂 

重清西小学校 

高齢者センター 

重清西小学校中野分校 

重清東小学校 

重清北小学校 

喜来小学校 

安楽寺 

郡里小学校 

宗重公会堂 

芝坂小学校 

切久保小学校 

昭和部落会館 

江原南小学校 

江原中学校 

江原北幼稚園 

清水生活改善センター 

御所野集会所 

江原東小学校 

脇町福祉センター 

脇町公民館猪尻分館 

脇町中学校 

岩倉小学校 

美馬地区広域住民センター 

中野（脇町）集会所 

平帽子小学校 

芋穴小学校 

中ノ谷集会所 

大谷小学校 

午前7時～午後8時 

午前7時～午後6時 

午前7時～午後8時 

午前7時～午後7時 

午前7時～午後8時 

午前7時～午後7時 

午前7時～午後7時 

午前7時～午後8時 

午前7時～午後8時 

午前7時～午後7時 

午前7時～午後8時 

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

美

馬

 

脇

町
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投　票　区　名 投 票 所 の 設 置 場 所 投　票　時　間 

舞 中 島  

三 谷  

小 島  

穴 吹 北  

穴 吹 南  

初 草  

中野（穴吹） 

渕 名  

宮 内  

大 内  

半 平  

古 宮  

第 1  

第 2  

第 3  

第 4  

第 5  

第 6  

第 7  

第 8

三島会館 

穴吹林業総合センター 

小島公会堂 

穴吹農村環境改善センター 

穴吹スポーツセンター 

初草幼稚園 

中野（穴吹）集会所 

淵名小学校 

宮内生活改善センター 

大内集会所 

半平幼稚園 

古宮生活改善センター 

樫原集会所 

三ツ木集会所 

消防団南張詰所 

木屋平総合支所 

八幡集会所 

木屋平公民館 

川上集会所 

太合集会所 

午前7時～午後8時 

午前7時～午後7時 

午前7時～午後8時 

午前7時～午後6時 

午前7時～午後6時 

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

投 票 区  

穴

吹

 

木

屋

平

 
期日前投票所の設置場所 

美馬町期日前投票所 

脇町期日前投票所 

穴吹町期日前投票所 

木屋平期日前投票所 

 

（美馬市産業センター図書室） 

（脇町庁舎内閲覧室） 

（美馬市保健センター健康指導室） 

（木屋平老人福祉センター集会運動指導室） 

投票のできる選挙人の範囲 

美馬市美馬町に住所を有する有権者 

美馬市脇町に住所を有する有権者 

美馬市穴吹町に住所を有する有権者 

美馬市木屋平に住所を有する有権者 

期 日 前 投 票

選挙当日に正当な事由により投票に行くことができない人は、下表の投票所で期日前投票をすることがで

きます。

○期日前投票の期間 平成17年3月28日豺～4月2日貍 午前8時30分～午後8時

不 在 者 投 票

○不在者投票所の設置場所 美馬市保健センター健康指導室

病院等に入院されている人は、不在者投票ができる指定病院等であれば、病院等で不在者投票ができます。

早めに病院長に申し出てください。

身体障害者または介護保険上の要介護者で郵便投票証明書の交付を受けられている人は、郵便投票ができ

ます。

●問い合わせ先　美馬市選挙管理委員会事務局（市総務課内）蕁炙1212



脇町閉町記念式典
（2月6日、脇町渭水祥雲閣）

町政進展功績者に表彰状や感謝状が

贈られたほか、うだつ太鼓や毛槍、童

謡ダンスなどが披露されました。

美馬町閉町記念式典
（2月11日、美馬町福祉センター）

銭太鼓が披露され、町政進展功労者

表彰、町の歴史をまとめたビデオ上映、

町旗降納が行われました。

穴吹町制50周年・閉町記念式典
（1月23日、農村環境改善センター）

町制５０年のあゆみを映像で振り返っ

たほか、町振興発展功労者に感謝状贈

呈、町旗降納が行われました。

木屋平村閉村記念式典
（1月29日、木屋平中学校体育館）

村政振興功労者に表彰状や感謝状を

贈呈。木屋平小・中学校の児童・生徒

が郷土への思いを発表しました。
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新たな出発を前に4町村で閉町・村記念式典を挙行 
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文化財防火デーの１月２６日、毘沙門天立像（国指定
重要文化財）がある脇町西上野地区の最明寺境内で防火
訓練が実施され、美馬東部消防署員や脇町文化財保護審
議会委員ら２０人が参加しました。
訓練は、墓参りをした際の線香の火が近くの枯れ草に

燃え移り、山門周辺に延焼しているという想定で始まり、
消防署員が初期消火と貴重品の持ち出しをした後、消防
自動車３台が駆けつけ、放水。私たちの財産を火災から
守るための迅速な消火活動が行われました。

創立１３０周年を迎えた江原東小学校で２月１３日、記念式
典が開かれました。式典に先立ち、校庭では「明日を拓く」
の文字が刻まれた記念碑の除幕式があり、出席した同校卒
業生や地域住民、学校関係者ら約６０人が同碑の建立を祝い
ました。

式典では、記
念事業協賛会
長・三笠桂司さ
ん（古屋敷）が
「ふるさと、そ
して母校を忘れることなく、明日への希望を持ち続けましょう」
と式辞。このあとアトラクションで、児童が地域の人や家族か
ら教わった学校の沿革や、生活様式の移り変わりをスライドを
使って発表。最後に、出席者全員で校歌を合唱しました。

～最明寺境内で防火訓練～

～創立130周年を祝う 江原東小学校～

新しい体育館が完成した穴吹中学校で２
月２５日、落成記念式典が開かれ、生徒とそ
の保護者、教職員、関係者ら約２００人が出
席しました。
完成を喜ぶ出席者の笑顔が並ぶ中、盛大に行われた式典では、落成記念事業実行委員会から同校へグラン

ドピアノ１台と、辞書や百科事典などの教材用書籍が贈られました。
体育館は鉄筋コンクリート造り・一部鉄骨平屋建て（約１,１３５裃）で、バレーボールコートが２面とれ

る広さ。玄関スロープや身体障害者用トイレを備えています。

～体育館が完成
穴吹中学校～
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木
屋
平
村
出
身
者
が
集
う
『
近
畿
ふ
る
さ
と
木
屋
平
会
総
会
』

が
２
月
１３
日
、
大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
１１
回
目

と
な
っ
た
今
総
会
に
は
会
員
６０
人
が
出
席
、
木
屋
平
村
か
ら
も
西

村
長
を
は
じ
め
１９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
と
談
笑
し
た
り
、
肩
を
並
べ
て
母

校
の
校
歌
を
合
唱
す
る
な
ど
和
や
か
な
会
合
で
し
た
が
、
町
村
合

併
を
間
近
に
控
え
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
出
席
者
か
ら
は

「
木
屋
平
村
が
な
く
な
る
の
は

寂
し
い
け
れ
ど
、
ふ
る
さ
と

に
変
わ
り
は
な
い
」「
美
馬
市

で
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
」

と
い
っ
た
、
ふ
る
さ
と
を
懐

か
し
む
声
も
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

〜
ふ
る
さ
と
木
屋
平
を懐

か
し
む
〜

２
月
２３
日
、
穴
吹
町
口
山
の
白
人
神
社
で
、
厄

を
は
ら
い
五
穀
豊
穣
を
願
う
弓
神
事
「
御
的
射

（
お
ま
と
い
）」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
御
的
射
は
、

平
安
時
代
末
期
の
１
１
６
６
（
仁
安
元
）
年
に
同

神
社
の
社
殿
が
建
て
ら
れ
た
際
、
弓
矢
が
奉
納
さ

れ
た
の
を
記
念
し
て
毎
年
旧
暦
の
１
月
１４
日
に
氏

子
ら
が
開
い
て
い
ま
す
。

射
場
の
窪
（
い
ば
の
く
ぼ
）
と
呼
ば
れ
る
広
場

に
は
各
集
落
か
ら
選
ば
れ
た
射
手
４
人
が
整
列
し
、

竹
を
組
ん
だ
中
央
に
「
鬼
」
と
書
か
れ
た
直
径
約

３０
袍
の
的
を
め
が
け
て
次
々
と
矢
を
放
ち
ま
し
た
。

２０
袤
ほ
ど
先
の
的
に
矢
が
当
た
る
た
び
に
、
見
物

客
か
ら
歓
声
が
沸
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

～「御的射」に大歓声～

バスケットボールの第６回女子Wリーグプレ
ーオフ準決勝徳島大会（徳島県バスケットボー
ル協会など主催）が２月２７日、うだつアリーナ
で開かれました。
シャンソン化粧品など強豪４チームによる２

試合が行われ、アテネオリンピック日本代表選
手らのスピード感あふれるプレーに、詰め掛け
た２,２００人から大きな拍手や歓声が上がってい
ました。ハーフタイムにはチアリーダーによる
華麗な応援合戦も見られました。
また、試合に先立ち、県内の高校生、小学生

選抜の試合が行われました。

～スピード感あふれる
プレーを展開～



旧
穴
吹
町
と
旧
木
屋
平
村
で

加
入
申
し
込
み
の
取
り
ま
と
め

を
し
て
い
た
町
・
村
民
交
通
傷

害
保
険
は
、
平
成
１７
年
度
か
ら

美
馬
市
で
は
取
り
ま
と
め
を
し

な
い
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
１５
、
１６
年
度
の

同
保
険
加
入
者
で
、
交
通
事
故

等
に
よ
り
保
険
金
を
請
求
さ
れ

る
人
は
、
市
総
務
課
（
蕁
炙
１

２
１
２
）
と
木
屋
平
総
合
支
所

企
画
総
務
課
（
蕁
煥
２
１
１
２
）

で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

１７
年
度
第
１
期
農
用
地
利
用

権
設
定
の
受
け
付
け
を
４
月
１５

日
貊
ま
で
行
い
ま
す
。

農
地
の
貸
借
を
希
望
さ
れ
る

農
家
は
、
貸
借
人
双
方
相
談
の

う
え
、
市
農
政
課
ま
た
は
市
各

総
合
窓
口
課
に
備
え
付
け
の

●
平
成
１７
年
４
月
か
ら
の
国

民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
３，
５
８
０
円
で
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成

１７
年
度
か
ら
平
成
２９
年
度
ま
で

毎
年
２
８
０
円
引
き
上
げ
ら
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
（
引

き
上
げ
額
は
、
今
後
の
賃
金
上

昇
率
に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
）。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座

振
替
割
引
制
度
が
拡
充
さ

れ
ま
す

①
保
険
料
の
前
納
を
口
座
振
替
に

す
る
と
割
引
額
が
増
え
ま
す

１７
年
４
月
か
ら
１
年
分
の
保

険
料
を
前
納
す
る
と
、
現
金
払

い
で
は
２，
８
９
０
円
の
割
引
、

口
座
振
替
で
は
３，
４
２
０
円

（
５
３
０
円
増
）
の
割
引
と
な
り

ま
す
（
６
か
月
前
納
も
口
座
振

替
が
有
利
で
す
）。

現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
４

月
に
郵
送
さ
れ
て
く
る
納
付
書

で
４
月
３０
日
（
今
年
は
４
月
末

日
が
休
日
の
た
め
５
月
２
日
）

広報みま２００５（平成１７）年３月号9

年
金
制
度
改
正
等
の

お
知
ら
せ

ま
で
に
金
融
機
関
等
の
窓
口
で

の
支
払
い
が
可
能
で
す
。

※
口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
平

成
１７
年
３
月
３１
日
ま
で
に
社
会

保
険
事
務
所
で
の
登
録
が
完
了

し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

口
座
振
替
日
は
４
月
３０
日

（
今
年
は
４
月
末
日
が
休
日
の
た

め
５
月
２
日
）
で
す
。

な
お
、
す
で
に
口
座
振
替
で

前
納
さ
れ
て
い
る
人
は
、
届
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
月
々
の
口
座
振
替
に
早
割

（
当
月
保
険
料
の
当
月
末
引
落

し
）
制
度
が
で
き
ま
し
た

通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保

険
料
の
翌
月
末
引
落
し
）
は
割

引
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
口
座
振

替
を
早
割
（
当
月
保
険
料
の
当

月
末
引
落
し
）
に
す
る
と
４０
円

が
割
引
と
な
り
ま
す
。
早
割
制

度
を
申
し
込
み
す
る
と
、
翌
月

末
の
初
回
の
口
座
振
替
に
て
２

か
月
分
の
保
険
料
（
従
前
の
保

険
料
と
４０
円
割
引
さ
れ
た
保
険

料
）
が
引
き
落
と
し
と
な
り
、

そ
の
後
の
毎
月
の
保
険
料
が
４０

円
割
引
と
な
り
ま
す
。

※
１７
年
４
月
か
ら
口
座
振
替
の

早
割
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

平
成
１７
年
３
月
３１
日
ま
で
に

社
会
保
険
事
務
所
で
の
登
録

が
完
了
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

以
上
の
口
座
振
替
の
申
込
用

紙
（
振
替
方
法
の
変
更
も
同
じ

申
込
用
紙
と
な
り
ま
す
）
に
つ

い
て
は
、
社
会
保
険
事
務
所
な

ど
に
請
求
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
字

（
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
）

す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。な

お
、
保
険
料
の

半
額
免
除
の
承
認
を

受
け
て
い
る
人
の
口

座
振
替
は
、
当
月
保

険
料
の
翌
月
末
引
落
し
に
よ
る

口
座
振
替
の
み
の
申
し
込
み
と

な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
社
会
保
険
事
務
局

阿
波
半
田
事
務
所

蕁
焉
３
１
２
７

市
保
険
年
金
課蕁

炙
５
６
０
１

社会保険庁ホームページ
http://www.sia.go.jp/

年
　
　
金

保
　
　
険

交
通
傷
害
保
険

「
届
出
書
」
を
期
限
内
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
農
政
課

蕁
烙
３
１
１
２
へ
。

農
用
地
利
用
権
設
定
の

受
け
付
け

農
　
　
林

四
国
電
力
の
電
柱
・
電

線
等
の
新
設
・
変
更
・
維

持
管
理
に
つ
い
て
は
、
平

成
１７
年
４
月
か
ら
『
四
電

工
』
が
担
当
し
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
は
従

来
ど
お
り
四
国
電
力
が
承

り
、
そ
の
後
の
現
地
調
査

や
工
事
内
容
の
打
ち
合
わ

せ
、
停
電
事
故
を
少
な
く

す
る
た
め
の
電
力
設
備
の

巡
視
・
点
検
は
、
四
電
工

が
直
接
伺
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
四
国

電
力
譁
池
田
支
店
脇
町
営

業
所
蕁
炙
１
２
２
２
へ
。

四
国
電
力
か
ら
の

お
知
ら
せ

電
柱
等
の
設
計
、
保
守
は
　

『
四
電
工
』
が担

当
し
ま
す



美
馬
市
に
お
け
る
市
税
等
の
口
座
振
替
申
込
は
、
現
在
、
美
馬
市

内
お
よ
び
美
馬
郡
内
の
各
金
融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

全
期
前
納
で
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
３
月
末
日
ま
で
に

申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。
申
し
込
み
の
際

に
は
、
金
融
機
関
へ
預

貯
金
通
帳
と
印
鑑
（
通

帳
印
）
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

市
収
納
課

蕁
炙
５
６
０
３

◆
実
施
時
期

婦
人
が
ん
検
診

…
…
…
…
…
…
５
月
か
ら
６
月

節
目
健
診

…
…
…
…
…
…
…
…
６
月

※
節
目
健
診
の
対
象
は
４０
・
４５
・
５０
・
５５
・

６０
・
６５
・
７０
歳
の
人
で
す
。

◆
周
知
方
法

実
施
時
期
の
前
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
や
広
報

等
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
実
施
日
お
よ
び
場
所
等

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
婦
人
が
ん
検
診
は
平
成
１５
年
度
に
受

診
さ
れ
た
人
に
は
検
診
前
に
問
診
票
を
送
付
し

ま
す
。
節
目
健
診
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
健
康
課
（
美
馬
市
保
健
セ
ン

タ
ー
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
乳
幼
児
健
診
〉

○
集
団
健
診

乳
児
健
診
（
３
か
月
児
、
６
か
月
児
）、
股
関
節

脱
臼
検
診
、
１
歳
６
か
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
、

２
歳
児
歯
科
検
診

○
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診

１
か
月
児
健
診
、
１０
〜
１１
か
月
児
健
診

〈
予
防
接
種
〉

○
集
団
接
種

ポ
リ
オ
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

○
個
別
接
種

三
種
混
合
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
日
本
脳
炎
、

二
種
混
合

◆
周
知
方
法

実
施
時
期
に
対
象
者
に
個
別
通
知
し
ま
す
の

で
、
実
施
日
お
よ
び
場
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
広
報
・
チ
ラ
シ
等
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
課
（
美
馬
市
保
健
セ
ン
タ
ー
）

蕁
炙
８
１
６
０
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市
税
等
の
口
座
振
替
申
込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

税
　
　
　
　
金

健
　
　
　
診

振替種目 振　替　日 振 替 月 

各納期限日（全期前納は、第１期の納期限日） 

各納期限日（全期前納は、第１期の納期限日） 

各納期限日 
※すでに介護保険料の口座振替手続きをされて
いる人は、現在指定の口座を美馬市へ引き継
ぎますので、介護保険料についての新たな手
続きは不要です。 

市 県 民 税  
（ 普 通 徴 収 ） 

6月・10月・1月 

7月・9月・12月・2月 

7月・9月・12月・2月 

5月・8月・11月 

5月 

国民健康保険税 

固 定 資 産 税  

軽 自 動 車 税  納期限日 

納期限日 

介 護 保 険 料  

口座振替による納付ができる種目及び振替日 

＊＊＊ お は な し 会 ＊＊＊
○日時　3月26日貍 午後2時～2時30分
○場所　脇町図書館こども室
楽しいお話しや、紙しばいをします。
（ボランティアグループたんぽぽ）

平
成
１７
年
度

婦
人
が
ん
・
節
目
健
診
の
案
内

平
成
１７
年
度

乳
幼
児
健
診
・
予
防
接
種
等
の
案
内

吉野川 

農村環境 
改善センター 美馬市役所 

穴吹庁舎 病院 銀行 

至
高
松 

至
木
屋
平 

国道192号 至池田 

穴吹駅 

至徳島 

美馬市保健センター N
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保
育
所
に
入
所
し
て
い
な
い
幼
児
を
対
象
に
、
園
庭
開
放
や
育
児

相
談
・
交
流
を
市
内
の
２
保
育
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
交
流

し
ま
せ
ん
か
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

●
時
　
間

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

○
名
　
称
【
ひ
よ
こ
ル
ー
ム
】

○
対
象
児

１
歳
児
〜
４
歳
児
ま
で

○
申
し
込
み
方
法

幼
児
の
氏
名
・
生
年
月
日
・
保
護
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

記
入
し
官
製
は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
連
絡
先

美
馬
市
脇
町
大
字
猪
尻
字
西
ノ
久
保
３０

蕁
炙
１
４
９
２

○
名
　
称
【
な
か
よ
し
広
場
】

○
対
象
児

３
歳
児
ま
で

○
申
し
込
み
方
法

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
連
絡
先

美
馬
市
美
馬
町
字
谷
尻
５７
の
２

蕁
烙
４
７
９
３

福
　
　
　
　
祉

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

『
ひ
よ
こ
ル
ー
ム
』
と
『
な
か
よ
し
広
場
』

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

金 

予防接種（個別） 予防接種（集団）・乳幼児健診・教室 

4　　　月 
予防接種（個別） 予防接種（集団）・乳幼児健診・教室 

5　　　月 

平成17年度  予防接種等日程表 

土 乳幼児健診（木屋平） 

麻しん 

プレママ教室 

パパママ教室 

プレママ教室 

子育て相談 

子育て相談 

乳児健診 
対象：H16年9・12月生 

乳児健診 
対象：H16年10月・H17年1月生 

乳児健診 
対象：H16年11月・H17年2月生 

1.6歳児健診 
対象：H15年10月生 

ポリオ：木屋平 
　実施日（19日） 

脱臼検診 
対象：H16年12月・H17年1月生 離乳食教室 

対象：H16年8・9・11・12月生 

2歳児歯科検診 
対象：H14年10月生 

3歳児健診 
対象：H13年10月生 

※通知対象生年月日を過ぎて各予防接種を希望される場合は、市健康課母子保健係へご相談ください。　　※日程等は、都合により変更する場合があります。 

1.6歳児健診 
対象：H15年9月生 

子育て相談 

乳幼児健診（木屋平） 

2歳児歯科検診 
対象：H14年11月生 

2歳児歯科検診 
対象：H14年12月生 

3歳児健診 
対象：H13年12月生 

離乳食教室 
対象：H16年10・11月、H17年1・2月生 

3歳児健診 
対象：H13年11月生 

BCG 
通知対象：満3か月～6か月未満 

BCG 
通知対象：満3か月～6か月未満 

BCG 
通知対象：満3か月～6か月未満 

ポ　リ　オ 

ポ　リ　オ 

ポリオ  通知対象： 
  初期  H14年4.1～H16年12.31生 
  追加  H14年4.1～H16年6.30生 

木屋平実施日 
　　　　  （7日） 

風しん 

木屋平実施日 
　　　　（14日） 

BCG：木屋平 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

10 火 

11 水 

12 木 

13 金 

14 土 

15 日 

16 月 

17 火 

18 水 

19 木 

20 金 

21 土 

22 日 

23 月 

24 火 

25 水 

26 木 

27 金 

28 土 

29 日 
30 月 

31 火 

通知対象： 
　H14年4.1 
 
　H16年3.31生 

〜 

通知対象： 
　H14年4.1 
 
　H15年12.31生 

〜 

1 水 

2 木 

3 金 

6 月 

13 月 

14 火 

15 水 

16 木 

23 木 

17 金 

24 金 

27 月 

28 火 

7 火 

20 月 

21 火 

22 水 

29 水 

30 木 

8 水 

9 木 

10 金 

11 土 

12 日 

18 土 

25 土 

19 日 

26 日 

4 土 

5 日 

予防接種（個別） 予防接種（集団）・乳幼児健診・教室 

6　　　月 

麻しん 
通知対象： 
　H16年4.1 
 
　H16年5.31生 

〜 

日本脳炎 

木屋平実施日 
　　　　（26日） 

通知対象： 
初期 
　H9年11.24 
 
　H14年3.31生 

〜 

1.6歳児健診 
対象：H15年11月生 

追加 

木屋平実施日 
　　　　 （2日） 

　H9年11.24 
 
　H13年3.31生 

〜 

日本脳炎 

脇

町

保

育

所

美
馬
第
二
保
育
所



広報みま２００５（平成１７）年３月号 12

 

4月  1日貊  

4月13日貉    

 

4月  1日貊 

 

7月19日貂   

 

4月  8日貊 

4月22日貊 

 

4月15日貊 

 

8月  2日貂 

大
学
卒
業
程
度 

◆問い合わせ先　〒760－0068  高松市松島町1－17－33 
　　　　　　　　人事院四国事務局　第二課試験係  蕁 087  831  4765

人事院ホームページ 
http://www.jinji.go.jp/

試 験 の 種 類 

国 家 公 務 員 採 用 蠢 種 試 験  

国 家 公 務 員 採 用 蠡 種 試 験  

国 税 専 門 官 採 用 試 験  

労 働 基 準 監 督 官 採 用 試 験  

法 務 教 官 採 用 試 験  

航 空 管 制 官 採 用 試 験  

申 込 受 付 期 間 

～ 

～ 

 

～ 

 

～ 

第1次試験日 

5月  1日豸 

6月19日豸 

 

6月12日豸 

 

9月25日豸 

 

4月  1日貊  

6月21日貂    

 

 

7月19日貂 

 

 

8月25日貅  
 

 

4月  8日貊 

6月28日貂 

 

 

8月  2日貂 

 

 

9月  6日貂 

高
校
卒
業
程
度 

試 験 の 種 類 

海上保安学校学生採用試験（特別） 

国 家 公 務 員 採 用 蠱 種 試 験  

刑 務 官 採 用 試 験  

入 国 警 備 官 採 用 試 験  

皇 宮 護 衛 官 採 用 試 験  

航 空保安大学校学生採用試験  

海 上 保 安 学 校 学 生 採 用 試 験  

海 上保安大学校学生採用試験  

気 象 大 学 校 学 生 採 用 試 験  

申 込 受 付 期 間 

～ 

～ 

 

 

～ 

 

 

～ 

第1次試験日 

5月22日豸 

9月  4日豸 

9月18日豸 

 

9月25日豸 

 

 

10月29日貍 

10月30日豸 

◆問い合わせ先　市総務課蕁炙1212または自衛隊池田出張所蕁0883煢0489

20歳以上26歳未
満の人（22歳未満
の人は大卒（見込
含）） 

募集種目 受付期間 合格発表 入（校）隊 試験期日 募集人員 資　　格 

1次  5月21日 
2次  6月21日～23日 

海・空飛行要員
のみ 
2次  7月15日 

1次  6月10日 

1次  6月10日 
最終 8月29日 

（陸） 
9月6日 
（海・空） 

最終 
（陸）  　　8月29日 
（海・空）　　9月6日 

4月4日 
～5月13日 

18年3月下旬 
～4月上旬 

18年3月下旬 
～4月上旬 

4月4日 
～5月13日 

（男　子） 
陸  約130人 
海  約  80人 
（技術を含む） 
空  約  50人 

（女　子） 
陸  約10人 
海  約  5人 
空  約  5人 

陸  約10人 
海  約  5人 
空  約  5人 

専門の大卒（見込含）
20歳以上30歳未
満の人（薬剤は26
歳未満の人（薬学修
士学位取得者は、
28歳未満）） 

大学院修士学
位取得者（海
上技術幹部候
補生志願者は、
理工学修士学
位取得者に限
る）及び自衛官
は28歳未満 

大
　
　
　
卒
　
　
　
等 

幹

部

候

補

生 

一般 
・ 
技術 

歯科 
・ 
薬剤 

海・空飛行要員のみ 
3次  7月23日 

～8月4日 

1次  5月21日・22日 
（22日は飛行要員のみ） 
2次  6月21日～23日 

平成17年度 国家公務員採用試験日程

平成17年度 自衛官等募集案内
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技能検定は、職業能力開発促進法に基づいて、技能者の皆さんがもっている

技能の程度を一定の基準により検定し、公証する国家検定制度です。

試験は、職種によって特級・１級・２級・３級及び単一等級に区分し、実技

と学科の試験を行います。特級・１級及び単一等級の合格者には厚生労働大臣、

２級及び３級の合格者には徳島県知事から合格証書が交付され、「技能士」と

称することができます。

受 検 申 請 受 付 期 間  

受 検 申 請 受 付 場 所  蕁 088 631 1474

 蕁  6 2  3067

蕁 088 663 2316

【1．2級職種】 

園芸装飾、造園、金属熱処理、機械加工、放電加工、 

金属プレス加工、鉄工、建築板金、仕上げ、電子機器組立て、 

電気機器組立て、建設機械整備、婦人子供服製造、家具製作、 

建具製作、石材施工、とび、左官、タイル張り、畳製作、 

防水施工、内装仕上げ施工、熱絶縁施工、サッシ施工、表装、 

塗装、広告美術仕上げ、フラワー装飾 

【3級職種】 

園芸装飾、造園、機械加工、仕上げ、機械保全、 

広告美術仕上げ、フラワー装飾 

徳 島 県 職 業 能 力 開 発 協 会  
［ 徳 島 市 新 浜 町 1 丁 目 1 － 7 ］ 

徳 島 テ ク ノ ス ク ー ル  
［ 徳 島 市 南 島 田 町 2 丁 目 2 5 ］ 

西 部 テ ク ノ ス ク ー ル  
［美馬郡つるぎ町貞光字東浦128－4］ 

技 能 検 定 実 施 職 種  
 
（ 予 定 ） 

平成17年4月4日豺から平成17年4月15日貊まで 

※試験に関する問い合わせ先は、徳島県職業能力開発協会です。 

平成17年度 前期技能検定実施のお知らせ

国立大学法人等採用試験案内

中国・四国地区国立大学法人等採用試験の試験案内の配布が始まりました。

●受験資格…昭和５１年４月２日から昭和６１年４月１日生まれの人

●受付期間…４月１日貊～４月８日貊

●第一次試験日…５月２２日豸

詳しくは、下記の事務室に問い合わせてください。

中国・四国地区国立大学法人等職員採用試験実施委員会採用試験事務室　蕁０８２ ４２４ ５６１６



佐
藤
　
宏
史

局
　
長

逢
坂
　
　
彰

次
　
長

青
木
　
市
夫

次
　
長

松
家
　
安
信

次
　
長

井
上
　
淳
一

主
　
幹

岩
崎
　
良
子

次
長
補
佐

川
西
佳
代
子

主
任
書
記

長
江
　
浩
司

部
　
長

大
垣
賢
次
郎

次
長（
総
務
課
長
事
務
取
扱
）

向
井
　
二
夫

◇
総
務
課

企
画
監

永
井
　
君
代

主
　
幹

佐
藤
　
道
子

主
　
幹

井
口
　
利
仁

課
長
補
佐

緒
方
　
利
春

課
長
補
佐

井
川
　
初
子

課
長
補
佐

篠
原
　
一
夫

事
務
主
任

藤
本
　
仁
司

事
務
主
任

住
友
　
礼
子

技
　
師

前
田
　
哲
也

主
　
事

藤
原
由
美
子

主
　
事

青
山
　
憲
司

人
権
室

室
　
長

近
藤
　
一
郎

室
長
補
佐

島
川
美
智
子

主
　
事

西
岡
　
英
樹

文
化
会
館

館
　
長

篠
原
　
耕
司

事
務
主
任

西
岡
　
美
和

三
島
会
館

館
　
長

岡
村
二
三
代

館
長
補
佐

前
田
　
辰
男

◇
企
画
財
政
課

課
　
長

西
前
　
清
美

主
　
幹

猪
本
　
邦
富

課
長
補
佐

佐
藤
　
健
二

課
長
補
佐

加
美
　
一
成

課
長
補
佐

平
井
　
佳
史

課
長
補
佐

中
川
　
貴
志

事
務
主
任

山
田
富
久
治

事
務
主
任

西
野
　
佳
久

事
務
主
任

藤
本
　
卓
志

事
務
主
任

逢
坂
　
雅
史

主
　
事

吉
田
　
正
孝

地
域
振
興
室

室
　
長

斉
藤
　
敏
正

主
　
事

山
口
　
慶
子

◇
秘
書
広
報
課

課
　
長

松
浦
　
真
勝

課
長
補
佐

藤
岡
　
博
子

課
長
補
佐

奥
　
　
貴
夫

事
務
主
任

大
泉
　
勝
嗣

主
　
事

関
　
　
和
也

主
　
事

田
所
　
　
勉

主
　
事

小
倉
　
　
進

主
　
事

増
田
　
智
子

主
　
事

原
　
　
健
二

主
　
事

原
田
　
慶
子

◇
情
報
電
算
課

課
　
長

武
田
　
晋
一

課
長
補
佐

上
谷
　
敏
也

主
　
事

藤
田
　
伸
次

主
　
事

荒
岡
　
克
司

主
　
事

宇
山
　
修
介

◇
契
約
管
財
課

課
　
長

逢
坂
　
章
人

検
査
監

藤
原
　
富
雄

課
長
補
佐

小
野
　
洋
介

事
務
主
任

大
岩
　
　
通

主
　
事

中
川
　
孝
文

主
　
事

前
田
　
年
彦

◇
市
民
課

課
　
長

赤
松
由
紀
子

課
長
補
佐

藤
本
佐
智
子

課
長
補
佐

吉
田
ま
す
み

事
務
主
任

近
藤
　
悦
子

事
務
主
任

中
川
　
栄
治

主
　
事

中
村
佳
代
子

主
　
事

切
上
　
明
彦

葬
斎
場

技
能
員

鈴
木
　
治
吉

◇
穴
吹
庁
舎
総
合
窓
口
課

課
　
長

三
笠
ア
イ
子

課
長
補
佐

伊
澤
　
晴
子

課
長
補
佐

西
村
　
芳
樹

課
長
補
佐

藤
田
　
康
子

事
務
主
任

坂
本
裕
美
子

部
　
長

西
川
　
行
正

◇
健
康
課

課
　
長

外
山
　
博
文

企
画
監

阪
本
　
眞
弓

課
長
補
佐

藤
村
　
和
子

課
長
補
佐

大
久
保
ヨ
シ
子

課
長
補
佐

谷
　
　
伴
子

主
任
保
健
師

佐
藤
　
里
美

主
任
保
健
師

前
田
実
知
代

保
健
師

大
垣
　
安
代

看
護
師

藤
井
　
美
恵

保
健
師

飯
田
久
美
子

看
護
師

川
田
　
静
江

保
健
師

花
岡
　
三
子

保
健
師

藤
重
　
り
さ

保
健
師

友
信
　
博
美

管
理
栄
養
士

大
塚
　
優
子

管
理
栄
養
士

北
川
三
千
代

保
健
師

長
江
　
美
紀

保
健
師

藤
川
あ
ゆ
み

◇
環
境
・
下
水
道
課

課
　
長

藤
　
　
公
生

主
　
幹

岡
本
　
博
久

課
長
補
佐

佐
藤
　
一
秋

課
長
補
佐

桜
井
　
賢
司

課
長
補
佐

川
田
喜
美
夫

技
術
主
任

河
野
　
　
功

事
務
主
任

南
　
　
佳
幸

主
　
事

伊
内
　
公
一

主
　
事

吉
本
　
宏
紀

主
　
事

蔭
山
　
貴
基

主
　
事

石
田
　
貴
志

◇
会
計
課

課
　
長

西
村
　
　
宰

事
務
主
任

原
田
須
美
恵

主
　
事

高
尾
　
寿
美

主
　
事

井
口
　
勝
美

主
　
事

浅
野
ゆ
か
り
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美
馬
市
職
員
組
織
一
覧

〔
平
成
１７
年
３
月
１
日
現
在
〕

美
馬
市
長
職
務
執
行
者

議
会
事
務
局

企
画
総
務
部

美
馬
市
役
所

（
穴
吹
庁
舎
）

健
康
環
境
部



部
　
長

崎
川
　
順
次

次
　
長

宮
武
　
崇
氏

◇
保
険
年
金
課

課
　
長

青
山
　
重
次

主
　
幹

田
中
　
謙
市

課
長
補
佐

森
本
　
明
美

課
長
補
佐

藤
野
　
和
良

課
長
補
佐

西
岡
　
隆
子

課
長
補
佐

中
倉
　
一
美

主
任
看
護
師

三
並
志
磨
子

事
務
主
任

武
田
　
洋
子

事
務
主
任

西
村
百
合
子

事
務
主
任

大
野
　
昭
史

事
務
主
任

住
友
　
啓
五

主
　
事

緒
方
　
健
三

主
　
事

中
津
　
百
恵

◇
診
療
所

木
屋
平
診
療
所

所
　
長

藤
原
　
真
治

事
務
長

江
口
　
文
之

看
護
師
長

天
毎
木
和
恵

看
護
師

佐
古
キ
ヨ
子

看
護
師

川
口
あ
け
み

主
　
事

保
手
　
　
誠

◇
課
税
課

課
　
長

都
築
　
　
稔

主
　
幹

正
木
　
雄
司

主
　
幹

大
石
　
雅
生

栄
養
士

澤
口
　
達
子

保
育
士

竹
内
　
千
佳

保
育
士

岩
佐
　
順
子

保
育
士

南
　
か
ず
み

江
原
保
育
所

所
　
長

原
　
　
義
久

所
長
補
佐

武
田
み
ど
り

主
任
保
育
士

岩
山
　
智
江

主
任
保
育
士

西
村
　
粋
枝

主
任
保
育
士

尾
形
　
典
子

保
育
士

篠
原
　
千
晴

保
育
士

梯
　
　
和
枝

調
理
員

坪
本
　
淑
子

保
育
士

藤
川
　
和
代

岩
倉
保
育
所

所
　
長

原
　
　
義
久

所
長
補
佐

福
岡
　
潤
子

主
任
保
育
士

藤
本
す
み
江

主
任
保
育
士

小
笠
　
一
代

主
任
保
育
士

正
木
　
智
子

主
任
保
育
士

宮
田
　
洋
子

保
育
士

森
藤
　
近
子

保
育
士

大
西
　
有
紀

調
理
員

三
好
　
睦
実

美
馬
第
一
保
育
所

所
　
長

大
池
　
清
子

所
長
補
佐

藤
重
　
恵
美

保
育
士

高
木
　
幸
代

保
育
士

川
原
み
ど
り

保
育
士

武
井
　
明
美

保
育
士

藤
澤
　
佳
子

事
務
主
任

脇
　
　
誠
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事
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主
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本
　
貴
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主
　
事

佐
藤
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行
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セ
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ー

所
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平
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一
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主
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師
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子

穴
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福
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長
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子

主
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看
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藤
川
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代
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木
屋
平
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
　
長

阿
部
　
又
生

◇
児
童
館

美
馬
第
一
児
童
館

館
長
補
佐

西
岡
　
初
子

児
童
厚
生
員

伊
東
　
景
子

美
馬
第
二
児
童
館

児
童
厚
生
員

伊
東
　
里
美

児
童
厚
生
員

山
下
美
保
子

◇
保
育
所

脇
町
保
育
所

所
　
長

原
　
　
義
久

所
長
補
佐

田
村
千
恵
子

主
任
保
育
士

市
原
　
初
代

主
任
保
育
士

川
端
　
良
子

主
任
保
育
士

木
田
早
恵
美

事
務
主
任

篠
原
　
勝
子

主
任
保
育
士

大
日
　
和
子

保
育
士

都
築
　
圭
子

保
育
士

藤
本
真
由
美

保
育
士

河
野
　
照
栄

保
育
士

西
岡
あ
す
か

主
　
事

佐
藤
　
靖
子

主
　
事

山
口
　
俊
尚

主
　
事

増
井
　
美
穂

主
　
事

西
村
　
裕
則

主
　
事

富
永
　
　
智

主
　
事

秦
　
　
靖
彦

主
　
事

喜
多
　
賢
治

美
馬
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
　
長

福
島
　
　
恵

所
長
補
佐

藤
原
　
正
人

◇
高
齢
・
介
護
保
険
課

課
　
長

梶
浦
　
仁
志

主
　
幹

松
家
　
正
勝

課
長
補
佐

森
本
　
康
史

主
任
看
護
師

正
木
　
恵
子

事
務
主
任

三
好
　
明
美

主
　
事

篠
原
　
孝
志

主
　
事

竹
田
　
光
司

主
　
事

藤
澤
　
正
道

主
　
事

片
山
　
高
広

保
健
師

逢
坂
　
陽
光

◇
児
童
・
障
害
福
祉
課

課
　
長

南
後
善
二
郎

課
長
補
佐

藤
田
　
富
子

看
護
師
長

椎
江
　
竹
子

課
長
補
佐

岩
本
　
英
慈

課
長
補
佐

佐
古
　
義
雄

主
任
看
護
師

中
川
三
恵
子

事
務
主
任

内
田
　
和
子

事
務
主
任

藤
　
　
淳
子

事
務
主
任

川
原
美
恵
子

課
長
補
佐

坂
本
　
　
薫

課
長
補
佐

中
本
　
定
代

課
長
補
佐

田
邊
　
正
枝

課
長
補
佐

佐
伯
　
富
子

課
長
補
佐

向
井
　
洋
子

課
長
補
佐

岡
　
　
建
樹

事
務
主
任

鴻
池
　
正
彦

主
　
事

林
　
　
暁
美

主
　
事

藤
澤
　
浩
二

主
　
事

西
岡
健
二
郎

主
　
事

渡
邊
　
晴
樹

主
　
事

逢
坂
　
和
憲

◇
収
納
課

課
　
長

伊
東
　
英
二

課
長
補
佐

佐
藤
　
公
昭

事
務
主
任

前
田
久
美
子

主
　
事

金
原
　
永
茂

主
　
事

山
口
　
明
大

福
祉
事
務
所

福
祉
事
務
所
長磯

村
　
文
男

福
祉
事
務
所
次
長

宮
武
　
崇
氏

◇
生
活
福
祉
課

課
　
長

猪
口
　
　
正

企
画
監

河
野
　
信
春

主
　
幹

荒
岡
　
文
子

課
長
補
佐

緒
方
　
義
和

課
長
補
佐

藤
本
　
　
仁

事
務
主
任

見
立
　
貞
治

主
　
事

大
島
　
直
子
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保
育
士

逢
坂
美
千
代

保
育
士

田
村
　
寿
代

保
育
士

藤
田
　
尚
美

調
理
員

中
川
真
理
子

調
理
員

大
上
小
百
合

美
馬
第
二
保
育
所

所
　
長

大
池
　
清
子

所
長
補
佐

田
中
ゆ
み
子

保
育
士

道
上
ひ
で
子

保
育
士

藤
田
　
　
恵

保
育
士

久
保
　
和
代

保
育
士

三
宅
　
幸
代

保
育
士

谷
　
　
美
紀

保
育
士

花
岡
美
由
紀

保
育
士

佐
藤
　
恵
子

栄
養
士

泉
本
　
君
枝

調
理
員

西
岡
　
貞
子

調
理
員

藤
澤
カ
ズ
子

穴
吹
保
育
所

所
　
長

蔭
山
　
文
代

所
長
補
佐

井
口
　
陽
子

主
任
保
育
士

森
本
　
宏
香

主
任
保
育
士

大
久
保
恵
美

保
育
士

田
村
　
幸
江

保
育
士

南
後
き
み
子

保
育
士

佐
川
　
多
恵

保
育
士

長
瀬
　
祥
子

調
理
員

尾
下
　
直
代

調
理
員

真
鍋
　
真
弓

脇
町
観
光
文
化
室

室
　
長

鎌
田
千
恵
子

主
　
事

猪
尾
　
浩
章

美
馬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

所
　
長

国
見
　
正
春

主
　
事

藤
本
　
真
人

中
尾
山
高
原
施
設

所
　
長

佐
藤
　
武
男

局
　
長

藤
見
　
治
男

局
長
補
佐

伊
東
利
枝
子

事
務
主
任

篠
原
　
純
子

事
務
主
任

中
川
　
洋
二

◇
美
馬
庁
舎
総
合
窓
口
課

課
　
長

篠
原
ち
づ
子

主
　
幹

梶
浦
　
治
幸

課
長
補
佐

松
岡
　
順
子

課
長
補
佐

西
山
　
幸
代

事
務
主
任

中
川
千
恵
美

主
　
事

二
宮
　
正
経

主
　
事

松
浦
　
英
之

◇
会
計
課
美
馬
庁
舎
分
室

室
長
補
佐

田
邊
美
千
代

事
務
主
任

三
宅
　
陽
子

部
　
長

田
所
　
　
茂

部
　
長

武
田
　
喜
善

◇
農
政
課

課
　
長

堀
　
　
芳
宏

主
　
幹

近
藤
　
俊
文

課
長
補
佐

真
鍋
　
知
寛

課
長
補
佐

井
関
　
敏
秀

事
務
主
任

藤
田
　
孝
子

事
務
主
任

戸
島
　
博
己

技
　
師

藤
重
　
　
久

主
　
事

伊
藤
　
裕
章

主
　
事

中
津
　
圭
二

主
　
事

藤
本
　
誠
治

主
　
事

武
内
　
貴
之

主
　
事

安
達
　
貴
志

◇
林
政
課

課
　
長

緒
方
　
敏
博

企
画
監

天
毎
木
孝
利

課
長
補
佐

小
笠
　
文
明

課
長
補
佐

西
浦
　
雅
史

事
務
主
任

新
居
　
裕
康

技
　
師

前
山
　
一
宏

◇
商
工
観
光
課

課
　
長

藤
川
　
一
郎

主
　
幹

宮
原
　
竹
市

主
　
幹

小
笠
　
健
二

課
長
補
佐

西
山
　
弘
和

主
　
事

井
口
　
明
典

主
　
事

花
岡
　
正
昭

課
長
補
佐

佐
藤
　
充
生

課
長
補
佐

小
山
　
陽
央

課
長
補
佐

富
川
　
由
美

事
務
主
任

前
田
　
　
仁

事
務
主
任

岸
　
　
育
男

主
　
事

内
藤
　
紀
彦

◇
脇
町
庁
舎
総
合
窓
口
課

課
　
長

正
木
　
明
人

課
長
補
佐

藤
長
　
朝
江

事
務
主
任

丸
山
　
文
子

事
務
主
任

佐
和
　
正
泰

事
務
主
任

大
垣
　
律
子

主
　
事

尾
形
　
克
人

主
　
事

井
口
　
ひ
ろ

◇
会
計
課
脇
町
庁
舎
分
室

事
務
主
任

山
根
　
和
美

主
　
事

下
村
　
映
子

部
　
長

中
川
　
近
敏

◇
監
理
課

課
　
長

大
久
保
利
幸

課
長
補
佐

藤
田
　
光
男

課
長
補
佐

山
田
　
一
弘

事
務
主
任

上
田
　
　
孝

主
　
事

佐
藤
真
紀
子

主
　
事

大
塚
　
敏
宏

主
　
事

近
藤
　
　
敦

技
　
師

宮
浦
　
瑞
恵

◇
建
設
課

課
　
長

逢
坂
　
和
幸

課
長
補
佐

藤
村
　
俊
裕

課
長
補
佐

奥
村
　
敏
彦

課
長
補
佐

武
田
　
光
男

課
長
補
佐

四
宮
　
　
明

課
長
補
佐

篠
原
　
　
豊

事
務
主
任

藤
田
　
慎
二

事
務
主
任

園
木
　
一
昌

技
　
師

大
森
　
　
晃

技
　
師

金
崎
　
典
正

技
　
師

石
田
　
裕
宣

主
　
事

中
田
　
久
美

技
能
員

原
　
　
賢
一

◇
用
地
課

課
　
長

田
邊
　
博
美

企
画
監

三
宅
　
秀
忠

課
長
補
佐

和
田
　
明
彦

課
長
補
佐

花
岡
　
　
篤
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◇
業
務
課

課
　
長

山
根
　
義
弘

課
長
補
佐

上
坂
　
博
治

課
長
補
佐

梶
浦
久
美
子

課
長
補
佐

仁
木
　
　
崇

課
長
補
佐

白
川
　
祥
司

事
務
主
任

長
野
眞
佐
子

事
務
主
任

佐
藤
　
秀
代

主
　
事

増
井
　
良
和

◇
工
務
課

課
　
長

高
田
　
正
和

主
　
幹

緒
方
　
恭
二

課
長
補
佐

中
本
　
清
二

技
術
主
任

竹
岡
　
章
一

事
務
主
任

藤
田
　
英
雄

技
　
師

金
崎
　
博
之

主
　
事

山
川
　
一
美

主
　
事

寄
鑓
　
　
裕

主
　
事

小
畠
　
友
和

教
育
次
長

宇
山
　
　
孝

◇
教
育
総
務
課

課
　
長

新
井
榮
之
資

主
　
幹

西
川
　
和
子

主
　
幹

藤
島
　
文
一

技
術
主
任

前
川
　
正
弘

事
務
主
任

宮
内
　
聡
美

◇
寄
宿
舎

美
馬
中
学
校
寄
宿
舎

調
理
員

宮
田
　
妙
子

調
理
員

岸
　
　
京
子

調
理
員

新
谷
美
恵
子

調
理
員

須
藤
ふ
み
子

調
理
員

藤
田
あ
ゆ
み

江
原
南
共
同
調
理
場

調
理
員

木
村
　
重
美

調
理
員

三
宅
　
陽
子

脇
町
共
同
調
理
場

調
理
員

金
川
　
満
子

調
理
員

佐
々
木
光
子

岩
倉
共
同
調
理
場

調
理
員

藤
畠
　
勝
子

調
理
員

西
岡
　
恵
子

木
屋
平
幼
稚
園
小
学
校
調
理
場

調
理
員

柿
窪
恵
美
子

◇
生
涯
学
習
課

課
　
長

宮
田
　
英
治

主
　
幹

滝
川
　
京
子

課
長
補
佐

逢
坂
　
順
司

事
務
主
任

大
部
　
雅
恵

主
　
事

大
森
　
秀
樹

主
　
事

大
島
　
康
作

主
　
事

木
本
　
誠
二

主
　
事

逢
坂
　
　
肇

◇
公
民
館

穴
吹
公
民
館

館
　
長

藪
下
　
秀
世

主
　
事

山
下
　
隆
義

◇
図
書
館

脇
町
図
書
館

館
　
長

吉
岡
　
正
司

脇
　
町

業
務
員

藤
井
八
重
子

岩
　
倉

業
務
員

佐
古
シ
ゲ
ヨ

川
原
柴

業
務
員

山
下
　
恵
子

大
　
谷

業
務
員

仙
田
ツ
ル
子

切
久
保

業
務
員

二
宮
　
光
子

芝
　
坂

業
務
員

園
木
美
津
枝

郡
　
里

業
務
員

中
川
ス
ミ
子

喜
　
来

業
務
員

杉
山
　
広
市

重
清
東

業
務
員

西
前
　
澄
枝

重
清
北

業
務
員

小
泉
　
七
重

重
清
西

業
務
員

安
宅
　
浩
子

初
　
草

業
務
員

仁
木
智
賀
子

宮
　
内

業
務
員

尾
端
　
良
子
　

三
　
島

業
務
員

竹
下
美
代
子

穴
　
吹

業
務
員

山
西
　
幸
子

◇
中
学
校

江
　
原

業
務
員

三
好
千
代
子

脇
　
町

業
務
員

正
木
　
伸
恵

岩
　
倉

業
務
員

古
泉
　
博
子

美
　
馬

業
務
員

佐
々
　
昭
人

業
務
員

平
岡
美
都
保

穴
　
吹

業
務
員

南
　
　
史
子

三
　
島

業
務
員

大
北
加
代
子

木
屋
平

業
務
員

天
田
比
呂
子

◇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
　
長

谷
口
　
勇
司

所
長
補
佐

唐
住
　
義
幸

調
理
員

北
條
　
竹
子

調
理
員

前
田
登
志
子

調
理
員

上
中
　
和
子

郡
　
里

園
長
補
佐

國
見
み
な
子

主
任
教
諭

武
田
恵
美
子

喜
　
来

園
長
補
佐

逢
坂
　
明
美

主
任
教
諭

田
鍋
　
賀
子

重
清
東

園
長
補
佐

長
江
恵
美
子

主
任
教
諭

西
尾
由
美
子

重
清
北

園
長
補
佐

戸
島
　
恵
子

重
清
西

園
長
補
佐

木
村
　
昭
代

主
任
教
諭

西
岡
　
雅
子

初
　
草

主
任
教
諭

前
田
　
明
美

宮
　
内

主
任
教
諭

塩
田
　
陽
子

三
　
島

園
長
補
佐

土
井
美
亀
子

教
　
諭

福
見
み
の
り

穴
　
吹

園
長
補
佐

眞
鍋
加
奈
子

主
任
教
諭

大
垣
　
淑
子

教
　
諭

井
村
志
津
恵

木
屋
平

園
長
補
佐

津
川
　
康
代

教
　
諭

吉
野
恵
美
子

◇
小
学
校

江
原
南

業
務
員

中
野
　
久
子

江
原
北

業
務
員

藤
本
千
寿
子

木
屋
平
寮
寄
宿
舎

指
導
員

滝
下
　
育
子

◇
学
校
教
育
課

課
　
長

緒
方
　
俊
仁

主
　
幹

古
川
　
節
代

課
長
補
佐

田
中
美
由
喜

事
務
主
任

北
原
久
美
子

事
務
主
任

藤
村
　
孝
志

指
導
主
事

近
藤
　
陽
子

◇
幼
稚
園

江
原
南

園
長
補
佐

吉
村
　
一
美

教
　
諭

南
　
　
明
美

教
　
諭

井
口
　
静
代

江
原
北

教
　
諭

蔭
山
　
苗
美

教
　
諭

尾
形
　
利
江

江
原
東

主
任
教
諭

大
池
　
靖
江

清
　
水

主
任
教
諭

南
　
妃
佐
恵

脇
　
町

教
　
諭

鉄
野
　
美
幸

教
　
諭

小
川
　
綾
子

岩
　
倉

教
　
諭

田
所
　
真
理

教
　
諭

石
川
佳
代
子

川
原
柴

教
　
諭

長
江
三
智
子

芝
　
坂

園
長
補
佐

青
木
　
幸
代
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館
長
補
佐

清
家
え
み
子

事
務
主
任

近
藤
　
慶
子

穴
吹
図
書
館

館
　
長

藪
下
　
秀
世

館
長
補
佐

西
峯
　
満
子

◇
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

主
　
事

村
上
　
富
美

◇
体
育
振
興
課

課
　
長

小
笠
　
博
文

課
長
補
佐

荒
岡
　
　
修

事
務
主
任

長
江
　
　
賢

主
　
事

樫
地
　
貴
洋

課
長
補
佐

藤
岡
　
一
雄

主
　
事

仲
　
　
正
敏

◇
多
目
的
体
育
館

館
　
長

小
笠
　
隆
司

支
所
長

阿
部
　
義
則

◇
企
画
総
務
課

課
　
長

津
川
　
　
定

企
画
監

大
西
　
和
賀

課
長
補
佐

川
口
　
種
満

主
　
事

寺
岡
　
百
里

主
　
事

谷
西
　
健
司

◇
保
険
福
祉
課

課
　
長

勢
古
　
光
男

主
任（
消
防
司
令
補
）
藤
田
　
明
宏

主
任（
消
防
司
令
補
）
岡
本
　
道
春

主
任（
消
防
司
令
補
）
森
本
　
　
勉

主
任（
消
防
司
令
補
）
西
浦
　
和
昭

主
任（
消
防
司
令
補
）
銅
突
　
忠
治

（
消
防
副
士
長
）

近
藤
　
　
寛

（
消
防
副
士
長
）

棚
上
　
寿
和

（
消
防
士
）

戸
田
　
勇
作

◇
人
権
セ
ン
タ
ー

所
　
長

藤
原
　
茂
輝

所
長
補
佐

國
見
　
隆
男

◇
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長

藤
本
　
幸
次

穴
吹
支
所
長

佐
藤
　
栄
子

◇
ミ
マ
コ
ン
ポ
ス
ト

部
　
長

原
　
　
　
強

◇
美
馬
野
外
交
流
の
郷

所
　
長

谷
　
　
一
美

主
　
事

西
岡
　
一
也

◇
美
馬
環
境
整
備
組
合

所
　
長

青
木
　
高
志

◇
西
阿
老
人
ホ
ー
ム
組
合

施
設
長

井
上
　
節
子

◇
美
馬
地
区
広
域
行
政
組
合

事
務
局
長

藤
本
　
文
夫

◇
吉
野
川
環
境
整
備
組
合

所
　
長

武
田
　
季
三

◇
警
防
課

課
長（
消
防
司
令
）
藤
川
　
房
一

主
幹（
消
防
司
令
補
）
西
條
　
正
芳

課
長
補
佐（
消
防
司
令
補
）

前
田
　
　
篤

課
長
補
佐（
消
防
司
令
補
）

藤
岡
　
正
一

課
長
補
佐（
消
防
司
令
補
）

香
西
　
俊
幸

主
査（
消
防
司
令
補
）
井
出
　
敏
明

主
査（
消
防
司
令
補
）
渡
辺
　
候
博

主
査（
消
防
司
令
補
）
早
川
　
賢
二

主
査（
消
防
司
令
補
）
高
部
　
　
章

主
任（
消
防
司
令
補
）
宮
本
　
　
守

主
任（
消
防
司
令
補
）
佐
藤
　
克
彦

主
任（
消
防
司
令
補
）
西
岡
　
政
行

主
任（
消
防
士
長
）
藤
田
　
隆
司

（
消
防
士
）

大
谷
　
直
哉

（
消
防
士
）

西
村
　
正
照

◇
救
急
救
助
課

課
長
補
佐（
消
防
司
令
補
）

喜
多
　
保
文

主
査（
消
防
司
令
補
）
猪
口
　
定
美

主
査（
消
防
司
令
補
）
佐
竹
　
栄
治

主
査（
消
防
司
令
補
）
六
車
　
成
和

主
任（
消
防
士
長
）
武
田
　
浩
二

主
任（
消
防
士
長
）
東
條
　
広
一

主
任（
消
防
士
長
）
根
本
　
賢
一

（
消
防
副
士
長
）

金
崎
　
満
男

◇
木
屋
平
分
署

分
署
長（
消
防
司
令
）
森
本
　
昌
好

◇
消
防
署

消
防
長（
消
防
監
）大
舘
　
　
敏

次
長（
消
防
司
令
長
）前

田
　
力
三

◇
総
務
課

課
長（
消
防
司
令
）
西
村
　
則
之

課
長
補
佐（
消
防
司
令
補
）

中
川
　
　
武

（
消
防
副
士
長
）

西
川
　
猛
司

（
消
防
副
士
長
）

喜
多
　
孝
治

（
消
防
副
士
長
）

石
川
　
秀
樹

（
消
防
副
士
長
）

谷
　
　
和
夫

（
消
防
士
）

奈
良
井
光
宏

主
　
査

岩
本
　
豊
司

◇
予
防
課

課
長（
消
防
司
令
）
大
久
保
孝
雄

課
長
補
佐（
消
防
司
令
補
）

立
花
　
信
成

課
長
補
佐（
消
防
司
令
補
）

山
本
　
　
博

主
査（
消
防
司
令
補
）
藤
沢
　
重
幸

主
査（
消
防
司
令
補
）
五
ケ
山
秀
明

主
任（
消
防
司
令
補
）
中
村
　
好
美

（
消
防
副
士
長
）

都
築
　
美
弘

（
消
防
士
）

知
野
　
昌
寿

（
消
防
士
）

三
宅
　
純
也

（
消
防
士
）

松
本
　
大
輔

（
消
防
士
）

吉
村
　
仁
志

事
務
主
任

大
岡
　
信
隆

主
　
事

和
田
　
啓
明

主
　
事

松
家
　
裕
之

◇
健
康
環
境
課

課
　
長

新
谷
　
文
孝

事
務
主
任

東
埜
　
英
一

看
護
師

香
川
　
京
子

保
健
師

前
田
め
ぐ
み

保
健
師

冨
尾
　
純
子

技
能
員

大
田
　
善
和

◇
経
済
課

課
　
長

松
家
　
貞
夫

課
長
補
佐

佐
古
　
真
澄

主
　
事

井
奥
　
福
之

主
　
事

前
田
　
龍
昌

◇
建
設
水
道
課

課
　
長

藤
本
　
高
次

課
長
補
佐

武
田
　
　
孝

事
務
主
任

高
橋
　
真
治

事
務
主
任

小
原
　
浩
幸

主
　
事

重
長
　
寿
昭

主
　
事

原
田
　
佳
明

主
　
事

奥
森
　
三
紀

◇
会
計
課
木
屋
平
総
合
支
所
分
室

室
長
補
佐

立
道
　
恵
子

◇
教
育
委
員
会
木
屋
平
分
室

室
　
長

廣
瀬
　
雄
一

主
　
事

棚
上
　
和
子
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木
屋
平
総
合
支
所

美
馬
市
木
屋
平総合

支
所

消
防
本
部

出

向
・
派

遣
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斎 木 医 院  

西 条 産 婦 人 科  

酒 巻 耳 鼻 咽 喉 科 医 院  

町 立 半 田 病 院  

佐 藤 内 科  

秦 病 院  

吉 川 医 院  

和 田 整 形 外 科 医 院  

市 橋 内 科 医 院  

大 島 病 院  

ホ ウ エ ツ 病 院  

高 田 医 院  

と し ま 小 児 科  

成 田 病 院  

木 

金 

土 

日

月

火

水 

木 

金 

土 

日

月

火

水 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

1 

2 

3 

4 

5 

6

（脇）53－0101 

（脇）52－2002 

（脇）53－2525 

（半）64－3145 

（脇）52－1045 

（脇）52－3011 

（脇）52－1122 

（脇）53－8811 

（脇）53－8105 

（脇）52－1215 

（脇）52－1095 

（脇）52－1410 

（脇）53－6011 

（脇）52－1258

3/

4/

月日 曜日 病　　院　　名 電話番号 

成 田 ク リ ニ ッ ク  

脇 町 中 央 医 院  

国 見 医 院  

町 立 半 田 病 院  

桜 木 病 院  

平 野 整 形 外 科  

峯 田 病 院  

北 川 医 院  

古 城 医 院  

田 村 医 院  

ホ ウ エ ツ 病 院  

谷 　 病 院  

永 尾 病 院  

木 

金 

土 

日

月

火

水 

木 

金 

土 

日

月

火 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19

（脇）55－0321 

（脇）52－1529 

（穴）52－1243 

（半）64－3145 

（脇）52－2583 

（穴）53－8530 

（穴）52－2303 

（貞）62－2003 

（貞）62－2064 

（貞）62－5166 

（脇）52－1095 

（貞）62－2053 

（貞）62－2012

4/

月日 曜日 病　　院　　名 電話番号 

救 急 医 療 当 番 医 一 覧 

3月1日現在 

人　口 
男 
女 
世帯数 

35,295人 
16,886人 
18,409人 
12,555　 

美馬市人口統計 

市教育委員会体育振興課では、元田整

二郎プロ（ヨネックス所属）を招いて開

く『テニス教室』の参加者を募集してい

ます。

●と　き
平成１７年５月１日豸［小雨決行］

午前：子どもの部　　午後：一般の部

●ところ うだつ公園硬式テニスコート

※参加人数は、子どもの部５０人、一般の

部５０人を予定しています。参加希望者

は４月２８日貅までに申し込みをしてく

ださい。参加は無料です。

参加の申し込み、問い合わせは、市教

育委員会体育振興課蕁烙３１９９へ。

プロがレッスン
『テニス教室』参加者募集の案内

＊スクール活動　子ども教室（テニス
型、バレーボール型、バスケットボ

ール型、サッカー型）、健康づくり

（踏み台運動、エアロビクスダンス、

太極拳）

＊サークル活動 ソフトバレーボール、インディア

カー、卓球、バドミントン、ファミリーバドミン

トン、グラウンドゴルフ、ニュースポーツ（カロ

ーリング、囲碁ボール、室内ペタンク）

●募集期限 平成１７年４月末日まで

●申込方法 入会申込書と年会費を添えて事務局へ

提出してください。

●申し込み・問い合わせ先
〒７７９－３６２２　美馬市脇町新町１９６

うだつアリーナ内「うだつコミュニティースポー

ツクラブ事務局」 蕁炒２４２４

－総合型地域スポーツクラブ－
地域の子どもから高齢者まで、さまざまな人がいっし

ょにスポーツを楽しんだり、技術向上のために活動でき
る地域のスポーツクラブです。ここには、いろいろなス
ポーツの種目があり、自分のやりたい種目を選び、同時
に複数の種目に参加することができます。クラブは、自
主運営・受益者負担を基盤とします。

～いつでも、どこでも、だれでも楽しく、
いい汗かいて、みんな健康～

『うだつコミュニティースポーツクラブ』では、
会員を募集しています



市庁舎の銘板除幕［3月1日、美馬市役所（穴吹庁舎）］

水 道 庁 舎 が 完 成 

広
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成
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発
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美
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総
務
部
秘
書
広
報
課 

〒
７
７
７
―
８
５
７
７  

美
馬
市
穴
吹
町
穴
吹
字
九
反
地
５
番
地  

蕁
０
８
８
３
炙
８
０
０
６ 

水 道 庁 舎 が 完 成

美馬市美馬庁舎から国道４３８号沿い約２５０袤南に、このほど市の水道庁舎が完成しま

した。

水道庁舎は、１階が鉄筋コンクリート、２階が鉄骨造り（延べ床面積４５７.７６裃）。庁舎

入口には美馬市水道部事務所の看板が建てられており、２階に市水道部の業務課、工務課

（蕁烙２２３６共通）が配置されています。

県道12号線 

美馬市 
美馬庁舎 

美馬 
商業高校 

美馬市 
水道庁舎 

吉野川 

国
道
４
３
８
号 

至
つ
る
ぎ
町 

N

『広報みま』
4月から第2木曜日に発行

脇町、美馬町、穴吹町、木屋平村の４広報紙が

１つになり、『広報みま』が誕生しました。平成１７

年４月号から毎月第２木曜日に発行します。

皆さん、ご愛読ください。

蛬

市
秘
書
広
報
課
で
は
、「
広
報
み
ま
」
の
紙
面
上
で
紹
介
す
る
俳
句

と
川
柳
、
短
歌
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

美
馬
市
在
住
・
在
勤
者
で
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
句
を
詠
ん
で
い
る
人
、

ま
た
俳
句
な
ど
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
さ
れ
る
作
品
に
は
、
必
ず
作
者
の
氏
名
と
自
治
会
名
を
明
記
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紙
面
の
都
合
で
全
作
品
を
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
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馬
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反
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５
番
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美
馬
市
秘
書
広
報
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蕁
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０
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